
（ １．将来／会う人たちにぜひ知ってもらいたい聖書の言葉　）
それからイエスは言った。「国民は国民に、王国は王国に敵対して立ち上がります。  大きな地震があり、あちらこちらで食糧不足や流行病があります。
このことを知っておきなさい。終わりの時代は困難で危機的な時になります。  人々は自分を愛し、お金を愛し、自慢ばかりし、傲慢で、神や人を冒瀆し、親に従わず、感謝せず、不忠実になります。  

神は大地を土台の上に据えた。 大地はいつまでも永遠に取り去られない。
世代は去り、次の世代となる。 しかし地球は永遠に存続する。

荒野と乾き切った土地は歓喜し、 砂漠平原は喜びに満ちてサフランのように花を咲かせる。   必ず花を咲かせ、 喜んで歓声を上げる。 レバノンの栄光が与えられ、 カルメルとシャロンのように輝く。 人々は私たちの神エホバの輝かしい栄光を見る。
国々は憤り、あなたご自身も憤りを表し、定めの時が来ました。それは、死んだ人々が裁かれる時であり、あなたの奴隷である預言者たち、聖なる人たち、あなたの名を畏れる人たちが、小さな者も大きな者も報われる時であり、地を損なっている人々が滅ぼされる時です。

 「私は病気だ」と言う住民はいなくなる。 その土地に住む人々は過ちを許される。
その時、目が見えない人は見えるようになり、 耳が聞こえない人は聞こえるようになる。   その時、足が不自由な人は鹿のように跳びはね、 口が利けない人は歓声を上げる。 荒野に水が湧き出て、 砂漠平原に川が流れる。

正しい人は地上に住み続け、 そこで永遠に暮らす。
温和な人たちは幸福です。地球を与えられるからです。
（ ２．家族／会う人たちにぜひ知ってもらいたい聖書の言葉　）
夫の皆さん、知識に基づいて妻と暮らしてください。
女性はより繊細な器ですから、妻を大切にしましょう。
ともかく、夫の皆さんはそれぞれ、自分を愛するように妻を愛さなければなりません。
夫の皆さん、妻を愛し続けてください。ひどく怒ってはなりません。

妻は夫を深く敬うべきです。妻の皆さん、夫に従ってください。

「私は離婚を憎む」と、イスラエルの神エホバは言う。「暴力を振るう人をも憎む」と、大軍を率いるエホバは言う。「自分の内面の傾向に気を付けなさい。裏切りをしてはならない。
イエスは答えた。「あなた方は読まなかったのですか。人間を創造した方は、初めから男性と女性に造り、  『それで、男は父と母から離れて妻にしっかり付き、2人は一体となる』と言いました。  それで、2人はもはや別々ではなく、一体です。ですから、神が結び合わせたものを、人が離してはなりません」。 
あなた方に言いますが，性的不道徳以外の理由で妻を離婚して別の女性と結婚する人は，姦淫をすることになります。

わが子よ、父のしつけを受け入れなさい。 母の教えを捨ててはならない。   それは、あなたの美しい冠、 立派な首飾りである。
子供は、主に喜ばれるよう親に従ってください。そうするのは正しいことです。  「父と母を敬いなさい」とあり、これは約束を伴う最初の命令です。  「そうすれば物事はうまくいき、地上で長く生きられる」という約束です。 

神があなたに与えてくださった、地上での短い生涯の間、
愛する妻と一緒に人生を楽しみなさい。それが、地上で一生懸命に働くあなたに対する分け前だからである。

（ ３．神／会う人たちにぜひ知ってもらいたい聖書の言葉　）
人々があなたのことを知りますように。 エホバという名を持つあなただけが、 地球全体を治める至高者であるということを。
しかし、エホバは本当に神である。 生きている神、永遠の王。 
その方の憤りによって大地は震え、 どの国民もその方の糾弾に耐えられない。

聖書全体は神の聖なる力の導きによって書かれたもので、教え、
戒め、矯正し、正しいことに基づいて指導するのに役立ちます。  それにより、神に仕える人は十分な能力を持つことができ、あらゆる良い活動を行う用意が完全に整います。
すでにご存じの通り、聖書の預言はどれも個人的な解釈に基づいてはいません。  どの預言も、人間の考えによって語られたのではありません。人が聖なる力に導かれて、神からの言葉を
語ったのです。

皆さんの神エホバは神の中の神、主の中の主、偉大で力強く、威厳に満ちる神であり、誰をも不公平に扱わず、賄賂を受け取りません。 
そこでペテロは話し始めた。「神が不公平ではないことがよく分かりました。  神を畏れて正しいことを行う人はどの国の人でも神に受け入れられるのです。 

あなたを救う方、イスラエルの聖なる方、エホバはこう言う。 
「私エホバは、あなたの神である。 あなたのためになる生き方を教え、 あなたを導いて正しい道を歩ませる。  
あなたが私のおきてに注意を払いさえすれば！ そうすれば、あなたの平和は川の流れのように豊かになり、 あなたの正しい行いは海の波のように多くなる。  あなたの子孫は砂のように、 末孫は砂粒のようにたくさんになる。 彼らの名は決して私の前から取り除かれず、消し去られない。」

（ ４．祈り／会う人たちにぜひ知ってもらいたい聖書の言葉　）
民よ、いつでも神に頼れ。 あなたの気持ちを全て神に伝えよ。 
神は私たちの避難所。（セラ）
祈りを聞く方、あなたのもとにあらゆる人が来ます。
そして、心配事を全て神に委ねましょう。
神は優しく気遣ってくださるからです。 

それで、このように祈らなければなりません。 『天におられる私たちの父よ、お名前が神聖なものとされますように。  あなたの王国が来ますように。あなたの望まれることが、天と同じように地上でも行われますように。  今日、この日のためのパンを私たちにお与えください。  私たちに罪を犯した人たちを私たちが許しましたように、私たちの罪をお許しください。  私たちを誘惑に陥らせないで、邪悪な者から救い出してください』。

求め続けなさい。そうすれば与えられます。探し続けなさい。そうすれば見つかります。たたき続けなさい。そうすれば開かれます。  誰でも求めている人は受け、探している人は見つけ、たたいている人には開かれます。 
絶えず祈ってください。  全てのことに感謝してください。
何も心配せず、いつでも祈り、祈願を捧げ、感謝しつつ、願いを神に知っていただくようにしましょう。

それで、助けが必要な時に憐れみと惜しみない親切を受けられるよう、気後れすることなく祈り、惜しみない親切を示してくださる神に近づきましょう。
エホバに仕えるのは最高の喜び。 神はあなたの心の願いをかなえてくださる。
ですから、祈って求めること全てはすでに与えられたという信仰を
持ちなさい。そうすれば、それを受けることになります。


（ ５．イエス／会う人たちにぜひ知ってもらいたい聖書の言葉　）
人の過ちを許すなら、天の父もあなたたちを許してくださいます。 
逆に、人の過ちを許さないなら、父もあなたたちの過ちを許されません。
それで、次の日のことを決して心配してはなりません。
次の日は次の日で心配する事があります。
その日の問題は、その日だけで十分です。
ですから、人からしてほしいと思うことは全て、人にもしなければなりません。これが律法と預言者の書が教えていることです。

そして、王国の良い知らせは、全ての国の人々が聞けるように
世界中で伝えられます。それから終わりが来ます。
それからイエスは言った。「国民は国民に、王国は王国に敵対して立ち上がります。  大きな地震があり、あちらこちらで食糧不足や流行病があります。

シモン･ペテロが答えた。「キリスト、生きている神の子です」。 
神の子は、目に見えない神に似た者であり、全創造物の中の初子です。 なぜなら、他の全てのものは、天のものも地上のものも、神の子を通して創造されたからです。
神は、自分の独り子を与えるほどに人類を愛したのです。そのようにして、独り子に信仰を抱く人が皆、滅ぼされないで永遠の命を受けられるようにしました。 

あなたたちは、『私は去っていき、また戻って来る』と私が言ったのを聞きました。私を愛しているなら、私が父のもとに行こうとしていることを喜ぶはずです。父は私より偉大だからです。 
しかし、次のことを知ってほしいと思います。全ての男性の頭はキリストであり、女性の頭は男性であり、キリストの頭は神です。 
イエスは言った。「はっきり言っておきますが、アブラハムが存在する前から私はいます」。

（ ６．神の王国／会う人たちにぜひ知ってもらいたい聖書の言葉　）
この王たちの時代に、天の神は決して滅ぼされることのない王国を建てます。その王国はほかのどんな民にも渡されません。
これらの王国を全て打ち砕いて終わらせ、その王国だけが
永遠に存続します。 
この夜、私が見ていた幻の中で、今度は天の雲と共に人の子のような者がやって来た。その者は年月を経た方に近づくことを許され、その方のすぐ前に連れてこられた。  その者に統治権と栄誉と王国が与えられ、あらゆる民族や国や言語の人々が彼に仕えるようにされた。その統治は終わることなく永遠に続き、その王国は滅ぼされることがない。
第7の天使がラッパを吹いた。すると、天でたくさんの大きな声がした。「世の王国は、私たちの主と、その方のキリストの王国となりました。主はいつまでも永遠に王として治めます」。

私はエホバの宣言を知らせよう。 神は私に言った。「あなたは私の子。 今日、私はあなたの父となった。   私に求めよ。そうすれば与えよう、 国々を財産として、 地の果てを所有物として。  
あなたは鉄の王笏で彼らを砕き、 陶器のように粉々にする」。

ほんのもう少しすれば悪人はいなくなる。 彼らがいた場所を見ても、もういない。  しかし、温厚な人は地上に住み続け、 
豊かな平和をこの上なく喜ぶ。
神は地上の全ての場所で戦いを終わらせる。 弓を折り、
やりを砕き、 兵車を火で焼く。
人々は家を建てて住み、 ブドウ園を造って実を食べる。 
建てた家に他人が住むことはなく、 植えた物を他人が食べることもない。 私の民の寿命は木の寿命のようになり、 私が選んだ者たちは働く喜びを存分に味わう。  彼らは無駄に労苦することはなく、 生まれる子たちが苦しむこともない。 彼らとその子孫は、エホバに祝福された民だからである。

（ ７．苦しみ／会う人たちにぜひ知ってもらいたい聖書の言葉　）
神は岩のような方で、行うことは完全、 神の道は全て公正である。 決して不公正ではなく、信頼できる神。 正しく、真っすぐな方。
試練に遭う時、「神から試されている」と言ってはなりません。
悪い事柄によって神が試されることはなく、
誰かを試すこともないからです。

それで悪魔はイエスを高い所に連れていき、
瞬く間に世界の全ての王国を見せた。  そして言った。
「この全ての権威と栄光をあげましょう。それは私に渡されて
おり、与えたい者に与えることができます。 
私たちが知っている通り、私たちは神から出ていますが、
全世界は邪悪な者の支配下にあります。 

正しい人が叫ぶと、エホバは聞いてくださった。 全ての苦難から助け出してくださった。  エホバは心が傷ついた人のそばにいる。 打ちのめされた人を救ってくださる。  正しい人は多くの苦難に遭う。 しかし、エホバがその全てから助け出してくださる。
恐れてはいけない。私があなたと共にいる。 心配してはいけない。私があなたの神である。 私はあなたを強くし、必ず助ける。 私の正義の右手であなたをしっかりと支える』。
重荷をエホバに委ねよ。 そうすれば支えてくださる。 
神は正しい人が倒れることを決して許さない。

私は新しい天と新しい地を創造している。 以前の事柄は思い出されることも、 心に浮かぶこともない。
その時、王座から大きな声がした。「見なさい！ 神の天幕が人々と共にあり、神は人々と共に住み、人々は神の民となります。神が人々と共にいるようになるのです。  神は人々の目から全ての涙を拭い去ります。もはや死はなくなり、悲しみも嘆きも苦痛もなくなります。以前のものは過ぎ去ったのです」。

（ ８．死／会う人たちにぜひ知ってもらいたい聖書の言葉　）
生きている人は自分が死ぬことを知っている。
しかし、死んだ人は何も知らない。何かを得ることもない。
思い出されず、忘れ去られる。 
イエスはこれらのことを述べた後、さらにこう言った。「友のラザロは眠っていますが、私は起こしに行きます」。弟子たちは言った。「主よ、眠っているのであれば、良くなるでしょう」。 
イエスは実際にはラザロの死について話していたが、弟子たちは、眠って休んでいることについて話していると思った。
それでイエスははっきり言った。「ラザロは死にました」。 

人は息絶えると地面に戻る。 
まさにその日、その人の考えは消えうせる。
また、彼らには愛も憎しみも嫉妬もすでになく、太陽の下で行われることに何の関わりも持たない。
あなたにできることは何でも、力を尽くして行いなさい。
あなたの行く場所、つまり墓では、働くことも考えることも学ぶことも理解することもできないからだ。

私を墓に隠してください！ あなたの怒りが過ぎ去るまで私を隠し、 私のために期限を定め、時が来たら私を思い出してください。 
人は死ぬと、もう一度生きられるでしょうか。 私は捕らわれている間、解放の時が来るまでずっと待ちます。 あなたは呼んでくださり、私はあなたに答えます。 あなたはご自分の手で造った人に再び会いたいと願います。
このことに驚いてはなりません。記念の墓の中にいる人が皆、彼の声を聞いて出てくる時が来るのです。  良いことをした人は命の復活へ、悪いことを行った人は裁きの復活へと出てきます。 

神は死を永久にのみ込む。 主権者である主エホバは全ての顔から涙を拭う。 ご自分の民に対する非難を全世界から除き去る。 エホバご自身がそう語ったのである。
（ ９．宗教／会う人たちにぜひ知ってもらいたい聖書の言葉　）
狭い門を通って入りなさい。滅びに至る門は広くてその道は広々としており、それを通って入っていく人は多いからです。 一方、命に至る門は狭くてその道は狭められており、それを見つける人は少ないのです。
私に向かって『主よ、主よ』と言う人全員が天の王国に入るのではなく、天にいる私の父の望むことを行う人だけが入ります。 
その日には、多くの人が私に向かって『主よ、主よ、私たちはあなたの名によって預言し、あなたの名によって邪悪な天使たちを追い出し、あなたの名によって多くの強力な行いをしなかったでしょうか』と言います。 
その時、私ははっきり言います。『あなたたちのことは全く知りません。不法なことをする人たち、離れ去りなさい！』

指導者たちは賄賂のために裁き、 祭司たちは代価のために教え、 預言者たちはお金のために占う。 　それでも彼らはエホバに
頼って言う。 「エホバはわれわれと共にいてくださるのではないか。 われわれに災いが降り掛かることはない」と。
イエスは言った。「イザヤはあなた方偽善者について適切に預言しました。こう書いてあります。『この民は唇で私を敬うが、心は私から遠く離れている。 7 私を崇拝し続けても無駄である。人間の命令を教理として教えるからである』。

神は多くの人々の中で裁きを下し、 遠くの強い国々の人たちを正しい方向に導く。 彼らは剣をすきに、 やりを鎌に作り替える。 
国は国に向かって剣を振り上げず、 彼らはもはや戦いを学ばない。
私はあなたたちに新しいおきてを与えます。それは、互いに愛し合うことです。私があなたたちを愛した通りに、あなたたちも互いを愛しなさい。 　 あなたたちの間に愛があれば、全ての人は、あなたたちが私の弟子であることを知ります」。
